




司
会
者
の
閉
会
挨
拶
の
後
、

出
席
の
皆
さ
ん
を
お
送
り
す

る
時
間
が
き
ま
し
た
。
一
階

フ
ロ
ア
ー
ヘ
案
内
し
、
来
ら

れ
た
バ
ス
に
再
度
乗
車
し
会

場
を
後
に
し
て
帰
宅
さ
れ
ま

し
た
。

「
楽
し
か
っ
た
～
」
と
出

席
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
た

「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
が
無

事
に
終
了
で
き
た
の
は
、
関

係
各
位
の
皆
さ
ま
の
多
大
な

ご
協
力
の
お
陰
で
す
。

（
広
報
部

西
口
）

十
月
十
日
の
ス
ポ
ー
ツ
の

日
に
、
市
社
協
主
催
で
山
口

ホ
ー
ル
と
名
塩
ホ
ー
ル
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
び
「
ボ
ッ
チ
ャ

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
口
ホ
ー
ル
に
は
、
障
が

い
者
と
そ
の
介
助
者
・
福
祉

関
係
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め

十
チ
ー
ム
（
六
〇
名
以
上
）

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
人
数
が
多
い
関
係
で

ホ
ー
ル
を
四
区
画
に
わ
け
、

正
式
な
距
離
よ
り
少
し
狭
い

範
囲
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

試
合
は
チ
ー
ム
毎
の
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
実
施
さ
れ
、

一
回
戦
の
敗
者
の
み
復
活
戦

を
組
み
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
通
常
の
試
合
で
は
あ
り
え

な
い
面
白
い
結
果
を
、
生
み

出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

北
六
甲
台
地
区
社
協
は
二

チ
ー
ム
参
加
し
、
私
の
チ
ー

ム
「
障
が
い
者
支
援
部
（
オ

レ
ン
ジ
西
宮
と
青
葉
園
通
所

者
二
名
中
心
の
チ
ー
ム
）
」

は
、
一
回
戦
で
負
け
敗
者
復

活
戦
で
も
完
敗
で
し
た
。

ボ
ー
ル
の
転
が
る
感
覚
が

最
後
ま
で
掴
め
ず
、
九
月
に

自
治
会
主
催
で
行
わ
れ
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ボ
ー
ル

の
転
が
り
方
に
苦
労
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は
、
北

六
甲
台
の
も
う
一
つ
の
チ
ー

ム
「
北
六
甲
台
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
」
チ
ー

ム
。
一
回
戦
で
我
が
チ
ー
ム

と
同
様
に
負
け
、
同
じ
レ
ベ

ル
と
思
っ
て
見
て
い
た
と
こ

ろ
が
、
敗
者
復
活
戦
を
勝
ち

進
み
、
な
ん
と
全
勝
で
勝
ち

進
ん
で
き
た
「
オ
レ
ン
ジ
西

宮
」
単
独
チ
ー
ム
に
、
勝
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
通
常
の

試
合
で
は
あ
り
え
な
い
市
社

協
独
特
の
ル
ー
ル
の
面
白
さ

で
し
た
。
（
一
般
的
な
ル
ー

ル
で
は
敗
者
復
活
の
勝
者
は

二
位
ま
で
で
す
）

協
力
参
加
し
て
頂
い
た
山

脇
さ
ん
の
子
ど
も
さ
ん
の
絶

妙
な
投
球
が
、
白
い
ボ
ー
ル

を
十
六
セ
ン
チ
に
寄
せ
、
し

か
し
、
相
手
チ
ー
ム
も
十
六

セ
ン
チ
と
同
じ
距
離
。
サ
ド

ン
デ
ス
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
、

市
社
協
中
川
さ
ん
の
言
葉
で
、

再
び
山
脇
さ
ん
が
チ
ー
ム
を

代
表
し
て
投
げ
、
山
口
地
域

で
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
名
塩
地
区
の
優
勝
チ
ー

ム
「
タ
ン
ポ
ポ
の
会
」
と
一

回
限
り
の
投
球
に
よ
る
試
合

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
「
北
六
甲
台
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
」
チ
ー

ム
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
広
報
部

小
出
）
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ま
さ
か
の
敗
者
復
活
優
勝
！

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

赤い羽根募金報告

ご協力ありがとう
ございました。

募金額
万代 18,656円
コープ41,540円

北
六
甲
台
で
高
齢
女
性
の

孤
独
死
が
あ
り
ま
し
た
。
独

り
住
ま
い
の
お
年
寄
り
が
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
現
状
の
ま

ま
で
は
孤
独
死
は
今
後
も
起

こ
り
う
る
と
思
え
ま
す
。
そ

こ
で
孤
独
死
の
対
応
に
つ
い

て
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
孤
独
死
回
避
の
た
め
、

自
力
で
回
避
す
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
市
の
「
見

守
り
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
（

下

記
参
照
）
は

緊
急
時
に
簡
単

に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
救
助
を

求
め
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

お
ひ
と
り
住
ま
い
の
高
齢
者

に
ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。

次
に
地
域
の
様
々
な
見
守

り
活
動
に
よ
る
対
応
が
あ
り

ま
す
。
民
生
委
員
の
高
齢
者

実
態
把
握
調
査
や
自
治
会
の

回
覧
板
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
当
番
の
引
継
ぎ
、
会
費
徴

収
等
も
見
守
り
の
機
会
で
す
。

地
区
社
協
の
広
報
紙
の
全
戸

配
布
や
秋
の
敬
老
お
祝
訪
問

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

問
題
は
見
守
り
で
異
変
に

気
付
い
た
時
に
ど
う
対
応
す

る
か
と
い
う
点
で
す
。

発
見
者
が
地
域
住
民
で
あ

れ
ば
、
ま
ず
担
当
地
区
の
民

生
委
員
に
連
絡
し
、
民
生
委

員
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
伝
え
、
地
域
包
括
が

警
察
や
消
防
署
と
連
携
し
て

支
援
に
入
る
と

い
う
手
順
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

（
民
生
委
員

日
高
）
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孤
独
死
の
発
生
と
今
後
の
対
応

北
六
甲
台
の
孤
独
死
の
事
例

見
守
り
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

一
、
申
請
書
の
提
出

①
利
用
申
請
書

利
用
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

住
所
、
電
話
番
号
、
電
話
回

線
、
世
帯
状
況
、
世
帯
員
氏

名
、
緊
急
連
絡
先
等

②
利
用
調
査
表

持
病
、
か
か
り
つ
け
医
、
介

護
認
定
、
身
障
者
手
帳
等

③
利
用
同
意
書
兼
承
諾
書

個
人
情
報
の
利
用
、
鍵
の
預

託
、
住
居
内
立
入
り
、
緊
急

時
の
住
宅
等
の
一
部
破
壊
、

機
器
の
管
理･

賠
償
責
任
、

機
器
の
返
還
、
利
用
料
の
納

付
等

二
、
機
器
設
置
連
絡
と
設
置

①
委
託
業
者
か
ら
工
事
日
程

調
整
の
連
絡

②
自
宅
の
鍵
を
市
の
委
託
事

業
者
（
大
阪
ガ
ス
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
）
に
預
け
る

西
宮
市
地
域
共
生
推
進
課

☎

〇
七
九
八三

五-

三
二
八
六

問
合
せ
＆
窓
口

申
請
か
ら
利
用
ま
で
の
手
順

利
用
対
象
者
と
利
用
料
金

【
利
用
対
象
者
】

①
次
の
い
ず
れ
か
の
該
当
者

・
六
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者

・
居
住
者
全
員
が
六
五
歳
以

上
の
高
齢
世
帯

・
昼
間
又
は
夜
間
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者

・
前
記
に
準
じ
る
障
害
者

②
近
隣
に
二
親
等
内
親
族
の

居
住
が
な
い
こ
と

③
日
常
生
活
上
の
見
守
り
が

必
要
な
状
態
の
方

④
緊
急
通
報
救
助
機
器
設
置

の
希
望
者

⑤
緊
急
通
報
救
助
機
器
設
置

の
識
別
可
能
者

【
利
用
料
金
】

月
額

一
一
〇
〇
円
（
定
額
）

※
市
民
税
非
課
税
者
は
無
料

利
用
回
線
と
貸
与
機
器

【
利
用
可
能
な
回
線
】

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ナ
ロ
グ
固
定
電
話

回
線
が
必
要

※
市
は
携
帯
電

話
回
線
で
の
利
用
も
検
討
中

【
貸
与
機
器
】

■
緊
急
通
報
装
置
（
本
体
）

■
緊
急
通
報
装
置
（
ペ
ン
ダ

ン
ト
）
一
個

事
業
内
容

西
宮
市

①
緊
急
通
報
の
受
信
と
対
応

①
利
用
者
が
「
緊
急
ボ
タ
ン
」

を
押
し
セ
ン
タ
ー
に
通
報

②
セ
ン
タ
ー
が
利
用
者
宅
に
安

否
確
認↓

必
要
に
応
じ
て
セ
ン

タ
ー
が
消
防
署
や
委
託
業
者
に

出
動
依
頼

③
出
動
員
が
利
用
者
宅
に
急
行

救
急
搬
送
の
場
合
は
緊
急
連
絡

先
に
連
絡

①
利
用
者
が
「
相
談
ボ
タ
ン
」

を
押
し
セ
ン
タ
ー
に
通
報

②
セ
ン
タ
ー
の
有
資
格
者(

正
看

護
師
等)

が
相
談
に
応
じ
る
③
相

談
内
容
で
緊
急
性
が
高
い
場
合

は
救
急
要
請
等
を
対
応

②
二
四
時
間
健
康
相
談

③
お
元
気
コ
ー
ル

毎
月
一
回
利
用
者
宅
に
電
話
で

健
康
状
態
や
生
活
状
態
を
確
認

Ｓ
Ｏ
Ｓ
発
信
の
環
境
を

地
域
の
見
守
り
活
動

異
変
発
見
時
の
対
応


